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■イベント開催への御礼
GC Returnsは、2024年初秋、京都・堺町のイノダ珈琲裏庭テラスで交わされたレース仲間との語らいか

ら始まりました。
「もう一度あのグランチャンピオンレースを再現できないか」
「大切に保存されている名車を、再びサーキットで走らせたい」
「世代を超えて楽しめるヒストリックレースを実現したい」

そんな想いを共有したことが、このプロジェクトの原点です。
その後、多くの皆様のご賛同とご支援をいただき、2025年2月に一般社団法人ジーシー・リターンズを

設立。同年8月には記念すべき第 1 回大会を開催し、14台（走行12台）のマシンが集結しました。初開催
ならではの課題もありましたが、多くの関係者のご尽力により、GC Returnsの確かな第一歩を踏み出すこ
とができました。

そして 2026年、GC Returnsは新たなステージへと進みました。本年は、公益財団法人World Heritage
Foundationをタイトルスポンサーに、ポノス株式会社をスポンサーにお迎えし、「World Heritage GC
Returns 2026」としてシリーズを開催しております。歴史あるモータースポーツ文化を未来へ継承すると
いう理念にご賛同いただき、このような力強いご支援を賜りましたことに、心より感謝申し上げます。
また、本年より年間３戦によるシリーズ戦が本格的にスタートいたしました。岡山国際サーキットで開催
された第１戦を皮切りに、シリーズチャンピオンの栄冠を目指す熱い戦いがすでに始まっております。第
１戦はコンパクトなグリッドでの開催となりましたが、第２戦以降は新たな参戦車両も加わり、シリーズ
はさらに充実した内容となることが期待されております。

GC Returnsは、往年のグランチャンピオンレースを現代に甦らせるだけではなく、日本の貴重なレーシ
ングカー文化を保存・継承し、その魅力と価値を次世代へ伝えていくことを使命としております。歴史あ
るレーシングカーが世代を超えて集い、競い合い、多くの皆様に感動をお届けできる舞台として、これか
らも着実に歩みを重ねてまいります。

皆様のご支援があるからこそ、GC Returnsは成長を続けることができます。ホームページを通じて、大
会情報や参戦車両・ドライバーの紹介、シリーズの歩みなどを積極的に発信し、一人でも多くの方に GC
Returnsの魅力を知っていただき、ヒストリックモータースポーツの輪がさらに広がることを願っておりま
す。

GC Returnsは、単なるレースイベントではなく、日本が誇るレーシングカー文化とモータースポーツの
歴史を未来へ継承する文化事業として、皆様とともに育て、次の世代へ確かな形で引き継いでまいりたい
と考えております。

今後とも、GC Returnsへの変わらぬご支援、ご協力、そして温かいご声援を賜りますよう、心よりお願
い申し上げます。また今回のレース開催にご協力いただいた、スピードフェスティバル with ティーポオー
バーヒート・ミーティングの関係者の皆様に、御礼申し上げます。

一般社団法人 ジーシー・リターンズ 理事長
“GC Returns” 実行委員会 実行委員長

鮒子田 寛
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■シリーズタイトルスポンサー
岐阜から世界に文化を発信

URL_https://hcmm.jp/

公益財団法人ワールドヘリテージ財団は、モータースポーツ
やゴルフなどの歴史・文化を尊重し、貴重な遺産を次世代
へ継承するとともに、魅力を広く発信しています。

若手育成にも力を注ぎ、多様な世代が学び交流できる機会を創出します。さらに、新たな文化・観光拠点の
整備を通じて地域の活性化に取り組み、人と地域、文化を未来へつなぐ持続可能な社会の実現に貢献しま
す。国内外との連携を深め、文化資源の価値向上を目指しています。

■シリーズスポンサー
にゃんこ大戦争でお馴染み！

URL_https://www.ponos.jp/

ポノス株式会社は、1990 年の創業以来一貫してゲームを通
してエンターテインメントという文化の発展に貢献してまいりました。「求められるモノは創らない、それ
以上を創り出す」を掲げ、求められるモノの中に、自分たちしか創れない価値をプラスしていくことを私
たちは大切にしています。現在は、スマートデバイス向けのオリジナルゲーム開発を核に事業を展開し、
代表タイトル『にゃんこ大戦争』は、累計 DL1 億 1111 万回（2026 年 3 月現在）を超え、多くのお客
様に楽しんでいただいております。

■サブスポンサー
様々な事業を展開

URL_https://www.kurovision.com/

クロビジョン株式会社は、IT & MEDIA CREATION、レストラン事業、エスニック&生野菜リテイラー、
スポーツコーチング事業など、京都をベースに様々な事業を展開しています。

F1 を始めとしたモータースポーツの世界で愛される通信機器のKTEL。
バイク用のインカムも高い人気を誇っています。

F1 でも使われる通信機器
URL_https://www.ktel.co.jp/

■協賛各社のご紹介

■賞品協賛企業各社

https://hcmm.jp/
https://hcmm.jp/
https://www.ponos.jp/
https://www.ponos.jp/
https://www.kurovision.com/
https://www.kurovision.com/
https://www.ktel.co.jp/
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■参加車両規定

■開催概要
●シリーズ名・レース名

World Heritage GC Returns 2026
●シリーズタイトルスポンサー
公益財団法人ワールドヘリテージ財団

●シリーズスポンサー
ポノス株式会社

●シリーズサブスポンサー
クロビジョン株式会社／株式会社ケテル

●後援
レジェンド レーシングドライバーズ クラブ

■レーススケジュール
●日程：7 月 20 日(月) 海の日
●予選：8 時 25 分～8 時 45 分(20 分間)
●コースイン：12 時 30 分
●決勝レース：13 時 00 分～13 時 30 分
●ローリングスタート(11 周)

GC Returns 実行委員会 2025年8月1日

項　　目 Gen-1 Gen-2 Gen-3

年　　代 1972-1978 1978-1986 1987-1989

車両カテゴリー 2座席スポーツプロトタイプ １座席スポーツプロトタイプ １座席スポーツプロトタイプ

車両コンセプト
２座席シャシに純正・改造・特製

２座席カウル搭載
２座席・１座席・フォーミュラシャシに

特製・専用　１座席カウル搭載
専用・フォーミュラシャシに特製・専用

1座席カウル搭載

参戦可能車両

使用可能エンジン

エンジン排気量（最大） ２リッター(ロータリー規定含む） 2リッター(ロータリー規定含む） 3リッター(ロータリー規定含む）

車両/エンジン共通

改造・新作・代替部品

Chevron・Lola・March

GRD・SIGMA・EVA

ISUZU・BELCO他

FVA・FVC・FVD・BDA・BDG・HART

BMW・三菱・マツダ（２ローター）

トヨタ・当該年代製造エンジン

ボディ/カウル

タイヤサイズ

シャシ
コンストラクター

Lola・March他 Lola・March他

”GC Returns” 車両規定

Fuji Grand Champion Race Series 参戦車両・派生モデル・当該年代製造車両（要上記カテゴリー該当）

Fuji Grand Champion Race Series 参戦車両搭載エンジン・派生モデル・当該年代製造エンジン（要下記カテゴリー該当）

基本設計を継承した後年製造、同一モデルのリプロダクション、コンティニュエーションは規定に合致すると認められる

Fuji Grand Champion Race Series車両規則に準じた改造、また、安全・部品供給上の理由であれば
改造・新作・代替部品使用は認められる

エンジン
モデル

マニュファクチャラー

BDA・BDG・HART・BMW
マツダ（２ローター）

YAMAHA・当該年代製造エンジン

DFV・MUGEN・YAMAHA
マツダ（３ローター）
当該年代製造エンジン

コンストラクターオリジナルボディ（改造含む）、当該年代に使用されていたMCS等の特製ボディ/カウル

GCレース参戦車両タイヤサイズに準じる
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■全車紹介
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朝8時25分からの予選は、Gen-3の＃21 Classic Car.jp TOMEI SPORTS
小嶋禎一と#5 Lola87D Mugen MCS9の星野茂がタイムアタック合戦を繰り
広げたが、セッション終盤に小嶋がベストタイムを続けて更新し、1分31秒
717で昨年のレースに続きポールポジションを確定した。3台がエントリーし
たGen-1では、初参加の#8 OSELLA PA4/BMWを駆る赤鹿保生が、１分40
秒795の好タイムを記録してトップタイムとなった。なお、#60 World
Heritage ITOHAM（久保田克昭）と#28 World Heritage MANA-09（藤井
修二）の2台がエンジン始動ができずノータイムとなったが、決勝出場は認
められている。

予選結果
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決勝結果

World Heritage GC Returns 2026 Rd.1 決勝レース

気温35度に近い中、13時にローリングラップがスタート。予選を走れなかった#60 
World Heritage ITOHAM（久保田克昭）と#28 World Heritage MANA-09（藤井修二）
は、共に無事グリッドからスタートしていった。またグリッドについていなかった#27 
March 88GC OKAMOTO SPLの田中裕司は、ピットからスタートすることになった。

1周のフォーメーションラップからローリングスタートが切られ、1コーナーには星野茂
の#5 Lola87D Mugen MCS9がトップで進入。ポールスタートの＃21 Classic Car.jp 
TOMEI SPORTS 小嶋禎一は一瞬3位に後退するも、すぐ2位に上がり星野を追う。ペース
に勝る小嶋はレース中盤に星野をかわすと、次第に引き離していった。一方最後列スター
トだった久保田克昭の#60 World Heritage ITOHAMは見る見る順位を上げ、星野の後方
3位まで到達。ここからファステストラップをマークしながら激しい追い上げを見せたが、
最後は0.596秒及ばず、結局小嶋、星野、久保田（克）の順でゴールした。小嶋は昨年の
GC Returnsに続き、2連勝を飾ることとなった。

Gen-2唯一のエントリーだった上住道人の#11 MCS/Mazdaは、上位3台のGen-3車両と
同一周回の4位でフィニッシュ。

Gen-1は、赤鹿保生の#8 OSELLA PA4/BMWが終始ハイペースでクラス優勝。#4 
KEDシェブロンの久保田敏一が続き、藤井修二の#28 World Heritage MANA-09はエン
ジン不調ながら完走しクラス3位となった。

またGen-3の#27 March 88GC OKAMOTO SPL 田中裕司もマイペースで完走をはたし
た。
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■ポディアム＆表彰式
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＊J SPORTS & J PORTS オンデマンド

・第1戦 岡山国際サーキット【特別編 GC Returns】

GTV 2026 ～SUPER GT トークバラエティ～
初回放送：2026年9月4日（金）午後5:00 ～ 午後5:30 以後21回再放送
配信開始 : 2026年9月4日（金）午後5:00 ～ 午後5:30

"World Heritage GC Returns 2026"
＜GTV ～SUPER GT トークバラエティ～＞

【特別編 GC Returns】#1

グラチャン、略してGCは1970年代に富士スピードウェイで熱狂的に支持された
レースシリーズ。正式名称は富士グランチャンピオンシリーズで、1989年まで開催
されていた。このレースが2025年にヒストリックカーシリーズとして復活。当時の
マシンがエンジンもそのまま、走りとサウンド、そしてバトルが再現される。2026
年シーズンは全3戦の争い。この番組では第1戦岡山国際サーキットの模様をお送り
する。

■媒体情報
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【動画あり】伝説のグラチャン堂々復活！「GCリターンズ」岡山開幕
戦でマーチやローラなど往年の名車が激突

10万人が熱狂した伝説のレース再び！

岡山国際サーキットで2026年7月20日、「ワールドヘリテージ GC リターンズ
2026（World Haritage GC Returns 2026）」開幕戦となる岡山ラウンド
が、”SPEED FESTIVAL 2026”（旧Tipoオーバーヒートミーティング）のプログラム
のひとつとして開催された。

グラチャンレースの誕生と隆盛
レースの様子をお伝えする前に、このシリーズの意義と、その背景について詳しく説

明しておこう。話は1960年代に遡る。
1962年、当時の我が国のモータリゼーション興隆を背景とし、日本初となる本格的な
国際サーキット「鈴鹿サーキット」が、三重県鈴鹿市に誕生した。翌1963年には、同
サーキットにて本格的自動車レース「第1回日本グランプリ自動車レース大会」を開催。
モーターレーシングは若者を中心に大きく注目され、現在では考えられないほどの人気
を博した。

第3回目からの日本グランプリは開催場所が富士スピードウェイ（1966年完成）にな
り、レース自体もそれまでの市販車を改造したツーリングカーやスポーツカー主体のも
のから、本格的なプロトタイプスポーツカーの時代となった。各メーカーが本腰を入れ
たビッグマシン対決が演じられるようになり、さらに迫力を増したレースに観客は熱狂
する、、、、、、、、抜粋

■媒体掲載情報例（抜粋）
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Octane Japan 編集部 ｜ 2026.08.03

往年のグラチャンカーによる白熱のバトル「ワールドヘリテージ GC リ
ターンズ 2026」が岡山で開幕！

日本グランプリの中止により、独自の新しいレースとして、翌1971年から富士ス
ピードウェイで始まったのが通称”グラチャン”と呼ばれる「富士グランチャンピオ
ンレース」である。2025年の夏、現存する当時の参加車両や同形車でのリバイバル
レース「GC Returns」として36年ぶりに、かつての主戦場富士スピードウェイへ
と還ってきた。富士スピードウェイには多くのファンが駆けつけ、シェブロン、
マーチ、マナ、MCS（ムーンクラフトスペシャル）、ローラといった往年のグラン
チャンマシンが並んだ模擬レースは見応え十分だった。

さらには、現役時代にマシンを駆った長谷見昌弘、見崎清志、寺田陽次郎、桑島
正美、関谷正徳、藤井修二（敬称略）のレジェンドドライバーたちによるデモンス
トレーションランは、当時を知る人はもちろん、若い世代にも大きなインパクトを
与えた。その魅力は大きく、隣接する富士モーターミュージアムで連動して行われ
たレジェンドドライバーによるGCをテーマにしたトークショーは満員御礼。世代を
超えたレースファンの歓迎を受けた。

それから半年、かねてから準備を進めていたGCカーによる年間3回のシリーズ戦
が決定した。岡山国際サーキットでの真夏の祭典「SPEED FESTIVAL 2026」（旧
「Tipoオーバーヒートミーティング」）のなかで開催されることとなり、「ワール
ドヘリテージ GC リターンズ 2026」として岡山国際サーキットでの開幕戦が行わ
れた。抜粋

https://octane.jp/author/detail/1
https://octane.jp/author/detail/1
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【SPEED FESTIVAL 2026 】で行われたGC Returnsは大激戦に！

7月20日月曜祝日（海の日）に今年もSPEED FESTIVAL 2026 岡山 + Tipo
OverHeat Meetingが開催され、その公式プログラムとして初めて「World
Heritage GC Returns 2026」のレースが行われた。8台のGCマシンによるレース
は、予想を上回る激戦となった。

気温35度近い暑さと強い日差しの中、8台のGCマシンがグリッドに整列した。往
年のGCレースを彷彿させる華やかさ！
7月20日(海の日)に岡山国際サーキットで開催された、SPEED FESTIVAL
2026+Tipo OverHeat Meetingのプログラムとして開催された「World Heritage
GC Returns 2026 https://gc-returns.jp/ 」Rd.1の模様をレポートしよう。

1971～89年に開催された富士グランチャンピオンシリーズに出場したマシンと
その同型車によるレース「GC Returns」は、昨年富士スピードウェイで初めて開催
され、大きな話題となった。2年目を迎えた今季は、新たに「World Heritage GC
Returns 2026」として、年間3戦のシリーズ戦となった。
その開幕戦として、7月20日(海の日)に岡山国際サーキットで行われたレースの模
様をご紹介しよう。抜粋

Tipo WEB

https://www.youtube.com/watch?v=beQ3UzkaVGE

YouTube
GC Returns 予告

https://www.tipo-mag.com/sf2026_event/
https://www.tipo-mag.com/sf2026_event/
https://www.tipo-mag.com/sf2026_event/
https://www.tipo-mag.com/sf2026_event/
https://www.tipo-mag.com/sf2026_event/
https://www.tipo-mag.com/sf2026_event/
https://gc-returns.jp/?ref=tipo-mag.com
https://gc-returns.jp/?ref=tipo-mag.com
https://gc-returns.jp/?ref=tipo-mag.com
https://gc-returns.jp/?ref=tipo-mag.com
https://gc-returns.jp/?ref=tipo-mag.com
https://gc-returns.jp/?ref=tipo-mag.com
https://gc-returns.jp/?ref=tipo-mag.com
https://www.youtube.com/watch?v=beQ3UzkaVGE
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■Photo Gallery
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■Photo Gallery

“GC Returns” 実行委員会
一般社団法人 ジーシー・リターンズ

605-0853 京都市東山区東大路松原上る星野町 92 
race-info@gc-returns.jp https://gc-returns.jp/

mailto:race-info@gc-returns.jp
mailto:race-info@gc-returns.jp
mailto:race-info@gc-returns.jp
mailto:race-info@gc-returns.jp
mailto:race-info@gc-returns.jp
https://gc-returns.jp/
https://gc-returns.jp/
https://gc-returns.jp/
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